



































































































見学施設名 人数 学習指導上の観点 授業活用上の視点（教科書の単元）
海上保安資料館 2 国際社会における日本の役割 国際社会と人類の課題
JICA横浜国際センター 9 国際平和・体験作業・表現力 地球市民として生きる
県立公文書館 1 公害問題 現代社会と私たちの生活
東芝科学館 1 私たちが生きる現代社会と文化 モノを生み出す過程
高崎市文化会館 1 作業・体験・表現力 地域社会の中で
横須賀市自然・人文博物館 1 資料等の活用と作業的・体験的な学習 地球市民と環境
千葉県立中央博物館 2 資料活用・作業・体験 地球市民として生きる
電気の科学館 2 資料活用・作業・体験 現代社会と私たちの生活
渋沢史料館 1 日本経済の歩み・日本近代史 企業を通して経済を考える
遠野市立博物館 1 過疎・民俗・生活文化 地域社会の中で生きる私たち
地球市民かながわプラザ 1 見る・聞く・ふれる・体験する 地球市民として生きる
平和祈念展示資料館 1 世界平和と人類の福祉 世界平和の実現
日本新聞博物館 2 資料活用・作業・体験・情報 情報とマスコミ・個人との関係
憲政記念館 1 民主主義の本質に関する理解 民主政治の基本原理と憲法
江戸東京博物館 1 資料活用・作業・体験 平和主義と戦争














































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 32 号（2012 年 11 月 30 日）
５　結びにかえて
　教科教育法の目標は，実践力ある教師を如何
に育てるか，ということだと思う。その為の前
段階として教育実習の際，きちんとした授業計
画を立て，内容のある指導案が作れるようなリ
テラシーを養成しなくてはならない。
　指導する教師が楽しんで授業を進めなけれ
ば，生徒たちも楽しい授業ではない。授業で得
た知識がすぐに社会で実証できるような社会科
や地理歴史科・公民科であって欲しい。
　履修生に感想を聞いた。「このような授業と
直結するような施設見学は経験がなく，参加し
て大変面白く興味が持てた。」と言う。また，
別の履修生は「やはり，百聞は一見にしかずと
いうことを身を持って体験した。中学生や高校
生に対して校外学習はとても効果のある学習形
式であるけれど，（このことは）大学生にも当
てはまると思った。」と感想を記している。
　次年度への反省として，前後期２回の野外授
業を実施し，より授業内容と結び付いた指導案
を作成させたい。また，提出させるテーマを，
例えば「企業が環境問題に取り組むのはなぜか」
というような質問形式を多く出させ，生徒に習
得させたい知識や考え方をはっきり提示するよ
う指導したい。
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